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御大典時に於ける星空の美槻

　　　理學博士山本一清
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　　　理學士渡邊敏夫

　去る忌月十日の火星掩蔽

　　　（観測撮告）

京都帯國大學天文9内　天文同好會　9N　行



天 界 （第九巻）第九十二號昭和三年十一月號

目

秋天を飾るアンドロメ大星雲（ロ絡寓眞）

奉祝の僻……・…・…・・………・…・…・……………・…・…・…………・…・1

御大典時に於ける星室の美SW・・■…………一理學博士山本一清……2

憂光星………．…’…・…………・…・…・…・…・’・f9學士渡邊敏夫一■■…7

火球は何虚から來るか・………………・・……・…………・・……・・＿＿．17

鹿兇賊で観アこ火球の思ひ出・…・…・……・…・・………村上忠敬：・・…・18

去る入月十日の火星掩蔽………………・・…・…・…………・………・…21

十一・一一・月の天象………一……・………・…・……・…＿＿．．＿＿．．．．＿．＿．2g

観測部流星報吉一・■・…………………・・…………・・…・小模孝二郎・…・・23

雑　　　　　 報・・・・・・・・・・・・・…　。・・・・…　。・・。・・・・・・・・・・・・・…　。・…　。。・・。・・・・・・・・・・…　。・…　35

　　　0最・近太陽活動S電磁氣現象○昨年度の長週期攣光星の豫報成績○小
　　　遊星〔東京第1號〕の改正軌道○京都でも小遊星両軸O「年鑑」編輯だよリ

Ty6sen　wo　mite（朝鮮を見て）・…・・…………・・……・山村　　清……43

附録　　天文語彙

Contents　of　THE　HEAVENS　No．　g3，・・・・・・…editgrs：

Great　Nebula　in　Andromeda　（Frontispiece）

1．　Yamamoto，　Splenders　of　the　IIeavens　during　the　lmperial　Coronation　・・・…一・・・・・・・・…　O．

T．　Watanabe，　Variable　Stars　・・．・…一・・一…．・・…．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…．一．．．．．・・．，・・・・・…．．．・．．・．．・．．　7

Where　does　the　Fire－B」II　Come　From？　・・一・‘・・一・・・・…一・，一・・・…一・・一・・．，・・．・．．・…．・・・・・…．・・・…J7

0bsewations　of　Mars　on　August　lo　．・一・・・・・・・…．・・”・．・・一・一一・．・・一・・・・・・・・…．・・一・・・・・…i・・…．．．21

The　Heavens　of　November三………・一…・…・………・・…・……・・…＿…＿・，．・．．＿・＿．．＿29

Monthly　Report　of　iV［eteoric　Observers・i・・・…一・・・…‘・…．・・一・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・…．・・・…一・・33

Misceユlaneous　NQtes…＿……一・・．一・・………一…一・……一……・…・……・・一・……・・35

Published　by　The　Society　of　Astronomical　Friends，

Kyoto　University　Observatory，　Japan．



　　齢濃；箒1
　　　　　　　　栖’∵．・∴・1台∵
　　、耀鰹，臨苑ヤ・：，噛る∴
　　　　　　；’f：，i　i’F．．，tLlr　es，k，．x　’，　’：・　・：．・’；・．J　’　’r．一．’

L．il・F“i　t．．．i．．．．“ISX’　t”・’iLil’；ili111illiiiti．i．slza．1．tll・lpt．i’．，．，”，klt’［，｛’r，tL（Jl’，，”：：一，L，’，，’i，・．rr．i｛　t：r．1．　’，：ll’

　　　秋天を飾るアンドロメ大星雲



42 編輯後記

　編輯室よリ　前々月號あたりから豫告して置いた様に，多くの漬者の希

望に添ふため，内容を一段ε一般化したつもりである，同時に艦裁も一・新

する様にミ今月號から巻を改め，再び山本博士が主幹する事になつナこ．從

って今後の活躍は期して待たれtい．

渡邊理學士は專ら攣光星の研究に從事される篤志家で，特に編者の希望を

入れて一文を寄せられナこ．今後醤油連載する予定である．山本博士の論文

は今夏喋々するまでもない．天象欄は今月から四頁に堰し，同時に天罷窮

眞や観測欄にも從來よりは多くの頁をさくつもりである．

　事務室よリ　久し振りで事務室から御目にかNります．

　事務室は此頃すっかり人手が揃ひました．昨年以來さづも手不足で，す

いぶん事務が滞って會員諸君をはがゆがらせたり，怒らせナこりして誠に濟

よなかった次第です．併し今後は決してその様な事は致しません．お互に

不愉快ですから，此頃は受信は自P時開封．帥日返信Sいふ勉強振りです．

事務室は昔通り天文皇の一隅で，相憂らす設備も何もないのですが，営倉

だけは肚なものです．物の足らぬ所を人のカで補ふεいふやり方で萬事を

快く塵蓋して居ります．

　　　　　　　　天文同好會規則摘翼

○目的　天文學の普及．口好者の親睦

○事業　雑誌天界を毎月一回雲行．但し會貝に無代配布．天文高書

　　　　の出版等，

○會費　毎年五圓．入會金堂圓，

　　筒詳細は規則書にあり．御申込孜第贈呈



今
一

歯
髄

　
晦

同
旧

　
敏

文
軌

　
大

長
長
事

會
會
副
幹

本　　部

倉敷天女蔓

山　本　一　清（京都市東一條）〔電話上5098〕

上　田　　穰（同　　田中里ノ前町13）

竹田画一郎（同　田中）

中村　要（京都大學天文肇）

京都帝國大學理學部天文壷〔電話上980／222〕

岡山縣倉敷市

　　　　　　　支　　　　　部

踏
跡
部
部
部
部
部
調
節
田
部
部
郡
部
部
部
部
郡
部
船
齢
端
部
部
部
部
部
部
蔀
部
部
部
部
部

巌
妾
支
宝
達
支
支
支
点
斐
支
愛
妾
支
支
支
支
吉
書
歯
釜
支
支
題
下
支

紬
護
伊
南
一
作
松
島
。
關
岡
本
幽
門
　
野
水
嚢
幌
鐘
慧
棄

同
京
中
三
大
紀
甲
紳
岡
美
高
魔
山
下
幅
熊
大
名
横
東
上
長
高
松
諏
仙
札
小
滞
大
朝
肇
上
北

京都市同志祉大學内
府立師範附屡小學校
京都市錦小路油小路東
京都市第三高等學校
西匠安土町二丁目船場小學校
和歌山縣有田郡金屋
兵庫縣尼崎尋常高等小學校
紳戸市生田町四丁目
岡山市門田21
岡山縣津山町山下96
高松市宮脇町馬場通722
廣島市研屋町51

吉敷郡吉敷小學校
下關市丸山町梅光女學院
所副朔市南藥院西光寺前

縣立工業學校

幅岡縣大牟田市通町一丁目
東匠千種町高見37
横濱某督敦青年會内
府下駒澤町上馬143
長野縣上田市木町
長野市長野小學校本部
長野縣上高井郡須坂小學校
長野縣松本市筑摩部小學校

長野縣上諏訪中學校
仙墓第二高等學校
札幌市南一條西十一丁
小樽市北海商業學校
奉天葵町12の2
大連市
京城芳山町4
墓北商業學校
上海狭思威路ig余里i　6
437　N．　Westmorland　Ave．，　Los
Angeles，　Cal．，　U．　S．　A．

壽
耶
藏
蓬
茂
郎
次
耶
里
三
夫
一
耶
吉
夫
齊
吉
眞
廉
三
郎
郎
治
人
衛
敏
一
一
郎

義太

缺
ﾄ
ご
簸
千
騒
墾
肇
和
齊
二
周
諄
正
誠
英
太

総
橋
海
鷲
栞
嚢
鑑
本
賀
野
輝
藤
簸
川
錘
井
川
谷
瞬

飯
垂
青
石
内
小
村
森
水
森
田
熊
黒
廣
内
山
古
濱
海
五
富
黒
宮
上
三
吉
中
一
新
西

督
了
郎
李

　
　
次
今

　
　
民

山
元
。
岡

大
見
水
高

天界第九十二號麟睡隼‡E三‡塁目鍵響定債金五拾鎮郵lit金壼鎮

編輯藻糞行者　京都帝國大學天文壷内（振替貯金口座大阪56765）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天交伺好倉（代表者山本一清）

印刷所京都市下京匿西洞院通七條南入　内外出版印刷株式會社〔電話下4155）

印　刷　者　京都市下京匹北小路通新町西入　　　　　　　　　須　磨勘　兵　衛

賢捌所東京囎嘔鋤・の・9　新光肚1雛轟齢認



改版されたる

古賀恒星圖
本會大牟田支部幹事

古賀和吉氏作
本會々長　理學博士

山本一清氏校訂

　肉眼で星を見るためにも，望遠鏡で観測するナこめにも，星圖が必要であ

るこミは言ふまでもない，我が國の各地に星を見る人々が記すにつれ，近

年はいよいよ盛付の要求が大きくなって來た．本命登行（警醒白油頁）の簡

易星圖は此等の要求に磨する最初のものであるが，天文趣味に少しく進

んで行っt人は皆しも少し詳しい星圖か欲しい1ミ言はれる．本會は創立の

頃，會員古賀氏が作つナこ古賀恒星圖なるものを嚢珍しナこが，近頃阿れが頁

り切れミなり，爾ほ盆々耳鼻の要求が切なるナこめ，薙に再版するこεεし，

其の機會に山本教授の手によって多少の改訂が施されナこ．そして同時に，

版のデザインや印刷も幾らか改められた．美的で，清楚で，蓮搬に便利な

ものミなつナこ，

　此の圖は，壁に掛けても好し，観測帳のページの間に挾んでも好し，折

り込んでアトラスミしても好し，一實に，何にでも磨用できるものにな

った．償格も初版の三分の一になった．

　今や，肉眼星圖の完全なものεしては，此の星圖が我が國に唯一のもの

である．書かれてある星の数4300個，星雲や星團なさも，主なものは皆含

まれてみる．

債50銭　郵親4銭（書留14銭）
　　　　　　　但し同好會員には（本會へ直接注文者に限り）郵税不要

嚢行京都帝一大學天文三内天文同好會〔振替大阪56765〕


